
斑鳩町の維持向上すべき歴史的風致
計画期間
令和６年度（2024）～令和１５年度（2033）

１ 受け継がれてきた仏教信仰に関連する歴史的風致

ア 斑鳩神社の秋祭りにみる歴史的風致

斑鳩町の歴史的風致の分布図

２ 暮らしに息づく歴史と文化に関連する歴史的風致

法隆寺で行われる「西円堂の鬼追式（追儺会）」、聖徳太子を偲ぶ「聖霊院

のお会式（聖徳太子御忌法要）」、太子教学を広める「西室の夏安居と法隆

寺夏季大学」は、地域の人々が密接に関わり、支えてきた伝統行事である。

これらは法隆寺の仏教信仰と結びつく歴史的風致であるとともに、斑鳩の四

季の風物詩でもある。

イ 西里の愛宕講など民間信仰にみる歴史的風致

ウ 龍田神社の秋祭りにみる歴史的風致

エ 吉田寺の「放生会」にみる歴史的風致

旧法隆寺村の鎮守社である斑鳩神社から氏神が法隆寺の御旅所に渡御し、

これを地域の人々が太鼓台・提灯台を掲げて迎える伝統行事が「斑鳩神社

の秋祭り」であり、旧法隆寺村５地区の人々によって継承されている。

西里は、斑鳩町の中でもとりわけ旧集落の佇まいを残すともに、西里の集

落内では、愛宕講・春日講・伊勢講・日待講・六斎講など多くの講が営ま

れ、信仰をよりどころとした地縁社会を形成している。

龍田の各地域の太鼓台が龍田神社に集まり、商業・門前町、宿場町として

街道の町並みを残す奈良街道をはじめ、各地区を巡行する。龍田神社の秋

祭りは、伝統行事として龍田集落の人々によって継承されている。

吉田寺本堂と多宝塔の前の広場では、僧侶の読経が行われる中、子供たち

の手によって鳩が放たれ、境内への出入口である山門横の放生池に魚が放

たれる。人々が連綿と続く伝統と向き合い、生命の尊さを学び信仰心を深

める場として、吉田寺の放生会は歴史的風致を形成している。

鬼追式の三鬼と毘沙門天の装束

法隆寺境内の太鼓台

春日社

奈良街道を巡行する太鼓台

放生会

愛宕講のお参り

斑鳩町は、町域面積(14.7平方キロメートル)を有しており、大阪府との県境に近い奈
良県の北西部に位置し、海洋より離れ山地で囲まれた盆地特有の内陸性気候のまちである。
1400年を超える歴史をもつ本町は、法隆寺をはじめとする歴史的建造物や歴史的な町

並みが残るとともに、豊かな歴史･文化遺産が矢田丘陵の山並みを背景とする自然環境の
中で歴史的風土を形づくる、｢斑鳩の里｣として知られている。
そこには固有の歴史及び伝統を反映した人々の活動が現在に引き継がれており、法隆寺

を舞台に、仏教行事を地域の人々が支え、これに参加することで引き継がれている活動と、
神社や集落の町並みを舞台に、五穀豊穣の祈りなど秋祭りに代表される伝統的祭り、集落
の暮らしの安全や健康を祈る講・座などの民間信仰として引き継がれてきた活動が、本町
の歴史的風致を形成している。



斑鳩町の重点区域における施策・事業概要
重点区域の名称：法隆寺周辺地区

重点区域の面積：約82.0ha

斑鳩町の歴史的風致に
おける重点区域

重点区域を対象とした事業

実施する事業の区分

重点区域の範囲は、法隆
寺と法隆寺を支えてきた
集落として、西里、東里、
三町、五丁町の範囲とす
る。

重点区域内の事業

１「人々の活動」・・・伝統行事や民俗芸能などの継承に関する事業

２「歴史的建造物」 ・・・多様な歴史的建造物の把握と保存・活用に関する事業

３「歴史的町並み」 ・・・文化財の息づく良好な市街地環境の保全・整備に関する事業

４「観光・情報発信」 ・・・歴史的風致を生かした観光の振興に関する事業

５「住民の参加と協働」 ・・・住民の参加と協働による取組に関する事業

井上家住宅

安田家住宅

文化財防災啓発事業の
文化財防火デーの様子
（中門前）（H30実施分）

小広場整備事業の
整備イメージ

電柱類景観改善事業の
整備イメージ

道路美装化事業の
整備イメージ

辰巳家住宅

歴史的風致形成建造物
（指定候補）

事業名

１．歴史的風致形成建造物修理・修景事業

２．歴史的建造物修景事業

３．道路美装化事業

４．電柱類景観改善事業

５．小広場整備事業

６．空家再生促進事業

７．夜間景観形成事業

８．ガイドツアー実施事業

９．文化財防災啓発事業

10．文化財展示・公開事業

11．こども歴史講座開催事業

12．伝統行事支援事業

13．町指定文化財候補調査事業

14．国（県）指定文化財管理費補助金事業

15．重要文化財等保存整備費補助金事業

16．文化財保存活用地域計画作成事業
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